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Abstract This study conducted an interview survey in order to evaluate living conditions and to determine the 
state of neighborly exchanges when residents initially move in to an area of single-family houses. Participants were 
of child-rearing age. Couples of parenting age had a favorable opinion regarding the shorter route and ease of travel 
when doing housework, and the room adjacent to the living room was used by children. Half of the couples were 
double-income households, they dried their laundry in various places, and they wanted housework to be more 
efficient and take less time. The spacious garden was used as a playground for children and an outdoor recreational 
area. Exchanges occurred during daily maintenance. A workshop is an opportunity for exchanges and increased 
interaction, and residents are required to interact through workshops. 
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聞き取りアンケート調査の概要を Table 1 に示す。
2018 年に入居が始まったヒルサイドテラス若葉台
に入居済みの 32 世帯を対象に，調査依頼文書を
2019 年 9 月に各住戸ポストへ投函した。調査協力
可否についての回答書と返信用封筒を同封し，返送
いただいた。調査の了解が得られた世帯は 32 世帯






観察調査は 2019年 6月 11日及び 10月 26日の 2
回実施した。6 月は庭の手入れ講座及びワイヤーフ
ラワーアレンジメント制作のワークショップで，参
加者は 12世帯（大人 19人，子ども 15人，計 34人）
であった。10 月は管理組合設立総会に合わせ，
バーベキューでの懇親会が行われ，参加者は 27 世










2 に示す。2018 年から 2019 年にかけて建設され，
















































Fig.1 Layout of the residential area 
 
 
Fig.2 Sample arrangement of the multi-purpose room 







帯であり，子どもは 0 才から 15 才までと子育て期
のファミリー世代である。 
就業状況について，夫は 10 世帯中 9 世帯が正社
員・公務員，1世帯が自営業であった。一方妻は 10
世帯中 4 世帯が専業主婦，4 世帯が正社員・公務員，
2 世帯がパート・アルバイトであり，半数以上が就





通勤時間をみても，夫は 60 分以上が 10世帯中 7
世帯にのぼるが，妻は 6 世帯中 4 世帯が 45 分未満
である。子どもの通学・通園場所については，10
世帯において子どもは 16 人通学・通園しており，
































敷地面積 171.90 m²～256.45 m²
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A 夫、妻、娘(中)、娘(小)、息子(小) C 夫、妻、娘(未)
［集/借］→［集/持］ 【子】子どもの入学・進学を考えて ［集/借］ 【戸建志向】一戸建てに住みたかった
23区→多摩南部 【経済】修繕積立・管理費が上がったため 多摩北部 【子】子どもが増えた
80→110㎡ 1K→2LDK 【契約】賃貸の契約更新時期にきたので
B 夫、妻、息子(小) 【近居】親との育児家事協力・交流
［集/持］ 【子】子育て環境 D 夫、妻、娘(未)、息子(未)
23区 ［集/借］ 【戸建志向】一戸建てに住みたかった
72㎡ 埼玉→多摩南部→海外 【子】子どもが増えた




F 夫、妻、娘(高)、息子(小)、娘(未) 23区→多摩南部→川崎 【子】子どもの入学・進学を考えて
［集/借］→［長/持］ 【面積・老朽】家が手狭になったり、古くなった 40→60→65㎡
関西→横浜 【戸建志向】一戸建てに住みたかった その他




多摩南部 【戸建志向】一戸建てに住みたかった I 夫、妻、娘(未)
64㎡ 【子】子どもの入学・進学を考えて 結婚と同時入居 【戸建志向】一戸建てに住みたかった
【子】子育て環境
No. 転居のきっかけ No. 転居のきっかけ
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があることが明らかとなった。掃除は 10 世帯中 8
世帯，植栽への水やり及び子どもの遊び場，立ち話
































売主主催のワークショップは第一回 2019 年 5 月，
第二回 2019 年 6 月，第三回 2019 年 10 月と計 3 回
開催された。2018 年に入居が開始され，居住者は
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に示すとおり，10 世帯中 6 世帯が家の行き来をす
る，深い交流となっている。入居年月をみると，
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での挨拶や立ち話が行われ，交流が発生していった
と考えられる。さらにワークショップの参加によっ
て，居住者同士が知り合うきっかけ，顔見知りにな
れる，挨拶ができると評価されており，交流のきっ
かけづくりとしての役割を果たしているといえる。
ヒルサイドテラス若葉台の居住者との交流を今後，
深めていきたいと希望している世帯が多くいること
から，交流の場を積極的に作り出していくことが求
められるといえる。特に半数以上が多世代で楽しめ
る内容で，災害時の安心な環境づくりや共通のルー
ルづくりを希望している。そのため，コミュニティ
形成の初期段階にあるヒルサイドテラス若葉台では，
万が一に備え，防災訓練やセンターハウス備蓄品の
試用等，多数の居住者が興味を持つ内容とし，居住
者が参加しやすく，交流を深めることのできるワー
クショップ等の開催が期待される。ワークショップ
参加により交流の機会が生まれ，日常的な交流の可
能性が高まると推察されることから，災害時等の共
助にもつながると考えられる。 
本研究は，入居直後の居住者の住環境評価および
近隣関係の実態を明らかにした。住環境や近隣関係
は，生活する居住者と共に成長し，成熟していくた
め，ヒルサイドテラス若葉台の住環境や近隣関係の
変化，居住者評価の変化を，定点的に調査できれば，
居住性の検証が一層確かなものとなる。各住宅につ
いても，子どもの成長に合わせた部屋の使い方の変
化，リフォームの状況，植栽管理の状況，各住宅か
ら敷地の外へ出る際の動線，マンションから転居し
てきた居住者の生活変化や評価の把握は，今後の住
宅計画の貴重な資料となると推察される。コミュニ
ティ形成についても，コモンスペースおよびセン
ターハウスの利用状況，ヒルサイドテラス若葉台や
町内会や地域とのつながりや，親族との住宅間距離
より，コミュニティの広がりを把握できると考えら
れる。 
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